
男女共同参画推進委員会は，2005年2月に「ア

ドバイザー制」を立ち上げました．これは，研究

生活における悩みについて，身近に相談できる相

手がいない会員（男女を問わず）に対し，生理学

会員のアドバイザーが助言するシステムです．も

ともとは，若手に助言しながら成長を見守る「メ

ンターシステム」をモデルとしていますが，本制

度は一対一の長期的な関係を築くものではなく，

個々の相談に対し複数名のアドバイザーが助言を

行い，解決への模索や次へのステップを促すこと

を目的としています．下記のような事例について

相談を受け付けます．

大学院への進学について/学位取得後の進路/任

期制ポジション/外国留学/研究と教育の関わり・

両立/基礎研究と臨床の関わり/生活（子育てなど）

と研究の両立/キャリアアップについて/成果発表

に関すること/研究費取得について　など．

これまでに，「組織改革に伴う将来への不安，

教育と研究の選択」などの相談がありました．現

在，生理学会ホームページ上に，システムの案内

や利用方法が掲載されています．

http://physiology.jp/exec/page/mentoring/

個人情報の保護には十分な注意を払っておりま

す．メールその他の方法で窓口委員までご連絡く

ださい．

日本生理学会男女共同参画推進委員会

NEWSNEWS

研究生活や進路の悩み…，
生理学会「アドバイザー」にご相談ください！

157NEWS●



内容の濃い生理学会群馬大会も終わり，桜花と

新入生が新学期到来を告げる時候を迎えました．

さて，本群馬大会時における常任幹事会と評議

員・総会におきまして，いくつかの重要事項が決

定されましたので，皆様にお知らせ致します．

1．学会法人化：日本生理学会の社会的認知と

活動内容・会計の透明化を図る目的で，会長・副

会長を理事，常任幹事を社員とする「有限責任中

間法人日本生理学会」と，会員全員の参加による

人格なき社団法人「日本生理学会」を本年度設立

することになりました．また，これとは独立して

「日本生理学会大会」と「IUPS2009大会」も人格

なき社団法人として設立される方向が決定されま

した．（詳細は法人化委員会本間生夫委員長より，

皆様に文章にて説明いただく事になっています．）

2．執行部選出方法改定：会長の選出は次回か

ら，評議員による公選によって行い，任期は4年

（再任不可）とし，会長任期満了の1年前に選出

された次期会長は，常任幹事として1年間常任幹

事会に出席して，会長就任に備えることとなりま

した．会長候補適任者の推薦は，常任幹事会によ

って選ばれた推薦委員による推薦委員会が行うこ

ととなります．（詳細は将来計画委員会前田信治

前委員長から，皆様に文章にて説明いただく事に

なっています．）

3．グループディナー賞・地方会賞の学会公認

化：これまでいくつかのグループディナーで個々

に，優秀な論文に対して賞を出していましたが，

今後は（一定の条件が満たされている場合は）日

本生理学会公認の賞とすることになりました．も

し地方会でも賞を出される場合も，これに準ずる

ことになりました．これまで出されていたそのよ

うな賞は，（場合によっては学会公認にふさわし

い形で改称された上で）名称，グループ又は地方

会名，選考方法，副賞の内容（副賞や賞状などの

経費負担は学会では負いません）を賞選考委員会

宛（日本生理学会事務所気付）でお知らせ下さい．

（詳細は賞選考委員会久場健司前委員長から，皆

様に文章にて説明いただく事になっています．）

以上のような大きな改革を行うこととなりまし

た．これをステップに，日本生理学会が大きく発

展しますよう，皆様と力を合わせてまいりたいと

存じます．ご協力方よろしくお願い申し上げます．

会長　岡田泰伸

2006年4月6日記
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